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How do profoundly deaf children learn to read?
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We know that children who were born profoundly deaf have much difficulty to

learn to speak English or Japanese. But is it possible that profoundly deaf children

learn to read written English or Japanese? Some researchers mention that early

exposure to fingerspelling actually helps deaf children become better readers. Then |

tried to find the reason why fingerspelling helps deaf children develop their reading

ability and examined how to develop deaf children’s

reading ability with

fingerspelling. I concluded that fingerspelling is not an alphabet spelling but a sort of

sign language for deaf children and they can master fingerspelled expressions as their

native language which means a naturally effortlessly acquired language.
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Despite their limitations, many deaf people master
reading without knowing sound. ..... Some researchers
argue that deaf children who are experienced with sign
language learn to read by associating printed words with
their corresponding signs(Andrews & Mason, 1986;
Maxwell, 1984).(p.5)
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For instance, Klima and Bellugi(1979) found that the
deaf have difficulty differentiating between written
sentences containing dissimilar words whose signed
versions are formationally similar, such as “vote” and
“tea”.(p.5)
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These results show that highly developed sign language
skill is related to high levels of reading achievement in
deaf individuals for whom sign language is a primary
means of communication. Spoken language is not the
only path to literacy development.
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The child might be able the
fingerspelled word in a signed sentence, but the skill of

to understand

writing it down
ability.(p.198)

in English is related to reading
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To understand the role of fingerspelling in language
acquisition and important to
understand how fingerspelling is naturally acquired by
deaf and hard with  deaf
families.(p.2)
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of hearing children
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Young deaf children do not pay attention to the
execution of each individual handshape in the given
fingerspelled word. Instead they perceive fingerspelled
words as whole units or signs. (p.2)
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Typically fingerspelling and American Sign Language
acquisition occurs simultaneously. (p.5) A unique feature
of American Sign Language is how fingerspelling
expands the lexicon.(p.6)
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Deaf families fingerspell to their children when they
are very young. Early exposure to fingerspelling helps
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these children become better readers. Fingerspelling
facilitates English vocabulary growth, and larger the
lexicon, the faster new vocabulary is learned.(p.1)

To understand the role of fingerspelling in language
acquisition and later literacy, it is important to
understand how fingerspelling is naturally acquired by
deaf and hard of hearing children with deaf families.
This early visual language development in deaf children
is similar to early spoken language development in

hearing children. (p.2)
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	ろう児はどのように文字習得をするか
	１．はじめに
	２．ろう児・文字・手話
	本論では「ろう児」は後天的ではなく、生まれつきの「ろう児」を意味することにする。「ろう(profoundly deaf)」とはほとんどの音を聞き取ることができない程度を示す。ろう児は耳を使わない。情報を聞き取ることはできないが、耳を補完する目の機能は優れていて、情報は目で見て得ることが中心となる。ろう児は耳以外の利用可能な目を中心に使って情報を得る。
	斉藤1)はろう者が高度な視覚認知・記憶能力を持っている。さらに、このすぐれた視覚認知・記憶能力は手話を獲得することによって開発される能力であって、聞こえないというだけでは十分に開発されないと述べている。
	聞こえる子どもは音声言語の体系を聞き覚えることで習得する。その自然に身に付いた言語が第一言語である。そして、文字は音声言語の体系を持つ。ほとんどは音声言語（たとえば、英語や日本語）の音をそのまま、文字に変換したものが文字である。たとえば、日本語の音声言語をそのまま、文字にするとひらがなの五十音になる。英語では英語の音声言語を発音通りではないが、ほぼ、そのまま文字にしたものがアルファベット26文字である。
	一方、手話は音声言語の体系とは異なる。そのために、手話から文字に変換することは大変難しいことだと想像される。まず、音声言語の体系を学んで文字を習得するとなると、大変な時間と努力を必要とするのではないかと考えられる。
	さて、ろう児の文字の習得について考える前に、耳が聞こえる子どもの文字の習得法を確認しておく。聞こえる子どもは音声言語を身につけるときに、多くの表現を聞き覚える。音声言語が聞こえる子どものライブなコミュニケーション手段となる。ライブ・コミュニケーションができる、自然にあまり苦労しないで「聞き覚え」の繰り返しによって習得する音声言語が、聞こえる子どもの第一言語となる。聞き覚えた音声はその場では「消える」が「姿が見えなくなっている」だけで頭の中に残って蓄積される。その後、文字を覚える時期になると、聞き覚...
	ところで、手話には大きく分けて２種類ある。ろう者自身から自然発生的に生まれたろう者の手話と音声言語対応手話がある。ろう者の手話は、たとえば、アメリカ手話（American Sign Language）や日本手話と呼ばれる。音声言語対応手話は英語対応手話(Manually Coded English)や日本語対応手話と呼ばれる。２種類の手話の大きな違いは、音声言語対応手話は手話をやりながら音声を出したり、音声を出さなくても口の形を付け加えたりする。しかし、ろう者の手話は音声言語とは異なるので、口の形...
	想像してみてください。ろう児が生まれたら親はどうするでしょうか。聞こえないと何が困るか、親は想像するはずである。親が問題とする点はコミュニケーションである。将来、我が子が周囲の人とのコミュニケーションがなかなかうまくいかず、社会で自立して共に生きていけないのではないかと不安になる。
	それでは、親はどうしようとするか。コミュニケーションがうまくいかないという問題を解決するためには、ひとつには少しでも聞こえるようになることであろう。そのために補聴器や人工内耳を装用することもろう児に勧めるであろう。
	もうひとつの問題解決法は音声ではなく、文字でコミュニケーションすることを考えるのではないか。音声がダメなら文字でコミュニケーションできるはずだと考えられるが、コミュニケーション手段となる文字を十分習得できるだろうかと不安が残る。
	まず、一つめの補聴器や人工内耳によって聞こえる人になれるように考えるかもしれないが、現在においては完璧に聞こえる人になれるわけではない。ろう者が難聴者になる程度にすぎない。補聴器や人工内耳は眼鏡やコンタクトレンズとは異なり、「聞こえる人」にするものではない。
	このように、ろう児が聞こえる人になれない、文字を習得することが難しい状況にあれば、ろう児は聞こえないことが原因となる劣等感や、他の子どもと文字でもコミュニケーションがうまくできないために仲間に入りにくいことから生まれる孤独感を感じるであろう。彼らは聞こえる人の社会で、コミュニケーションするために、いつもサポート（手話通訳者や手書き・パソコン要約筆記者）を必要とすることに申し訳なく感じるかもしれない。
	図１にまとめたが、人間のコミュニケーション手段を分類すると、ほぼ世界中の誰にでも伝えあえるジェスチャーに類似する、体全体を利用する身振り言語があって、そこから枝分かれして、視覚を中心に利用する手話言語と聴覚を中心に利用する音声言語があると筆者は考える。手話は目を使う「視覚言語」、一方、音声言語は耳を使う「聴覚言語」と分類できるであろう。となると、文字は手話側から見れば視覚を利用する「視覚言語」となるが、音声言語側から見れば、声を出して読み上げる「聴覚言語」の性質もあるといえる。つまり、文字は手話と...
	ろう児は聞こえない人とのコミュニケーションは手話でできる。ろう児の大半の親は聞こえる人なので、手話は親から継承されることはない。手話がある環境のろう者コミュニティで手話はろう児に継承されなければならない。ろう児はそのろう者コミュニティで、ろう者同士、手話で自由自在にコミュニケーションができるようになる。
	手話で授業をするGallaudet大学のBaker7)は、指文字は文字習得には重要であり、指文字をろう児が自然に身につけるものであることを理解することが重要だと述べる。言い換えると、一般的には指文字を自然にろう児が身につけるとは理解しにくいということになる。
	To understand the role of fingerspelling in language acquisition and later literacy, it is important to understand how fingerspelling is naturally acquired by deaf and hard of hearing children with deaf families.(p.2)
	deaf familyではろう児が自然に指文字を獲得することを理解することが重要だと主張している。そして、ろう児は聞こえる子どもが音声言語を身につけると同様に指文字とアメリカ手話を身につけていると述べている。
	以上の論文資料から指文字が文字習得に役立っていることはわかるが、どのように文字習得に指文字がつながるかはどこにも述べられていなかった。
	６．仮説：どのように、アメリカ手話を第一言語とするろう児が文字を習得するか
	どのように、指文字が文字習得につながるか、なぜ、指文字は文字習得につながるかを考えてみることにする。
	まず、指文字には２面性があると筆者は考える。図２に示すように、音声から見ると文字だが、手話側から見れば「音声を加えない」なら文字の裏の顔は指文字、言い換えると、それは手指の形で表す手話と見なされる。
	その後、聞こえる子どもが文字を習得すると同じ時期に、ろう児は指文字２６個がアルファベット２６文字に対応していることを教えられて、指文字から文字に変換する訓練を与えられる。この変換は指文字を文字として見なすことになる。


	７．まとめ
	ろう児は幼いころからアメリカ手話と指文字を見おぼえて習得すると、聞こえる子どもが文字を覚えると同じ時期に、ろう児は指文字をアルファベットに変換して英文を見て文章の内容を理解するようになる。手話で本の文章を表して「本読み」をすることで、文章を解釈することができるようになることは、文字を習得することになる。以上のプロセスで、ろう児は文字習得をすると筆者は結論づけた。
	８．あとがき



